
胆道癌  



患者さんへの説明 



治療適応 

・手術で完全に治らない。 

 

・他の臓器に大きな障害がない。 

 

・日常の50％以上をベッドの外で生活している。 

 



手術で完全に治らない 

化学療法 

歩行は可能だが自分の 
身の回りのことしかできない 

緩和治療 

日常生活の50％以上を 
ベッドの外で過ごしている 

GEM＋CDDP GEM＋TS-1 GEM S-1 

歩行可能で、自分の身の回りのことや
軽い家事や事務仕事ならできる 

歩行は可能だが自分の身の回りのこと
しかできない 

化学療法の 
選択方法 



CDDP25mg/㎡ 

1日目          8日目             15日目            21日目         

GEM  1000mg/㎡ 

採血 採血 採血 

60分 

30分 

グラニセトロン  1mg/50ml 
デキサート  3.3mg/1ml 

（制吐剤） 

GEM＋CDDP 1サイクル 21日間

補液1000ml 

2時間 

1コース 

2時間 

15分 15分 

30分 

60分 

3週間を1サイクル。 
1日目、8日目に投与。 

2種類の抗がん剤を 
点滴で投与します。 

休薬 

休薬 



発熱 

吐き気 

AST上昇  
ALT上昇 

間質性肺炎 

白血球減少 
血小板減少 

ヘモグロビン減少 

服用開始              1週間                     2週間                           3週間      

GEM＋CDDPの副作用の発現時期 

倦怠感 

発熱 

吐き気 

倦怠感 

※副作用の発現時期には   
    個人差があります． 



TS-1  80mg/day 

1日目         8日目             15日目    21日目                   

GEM  1000mg/㎡ 

採血 採血 採血 

30分 

グラニセトロン  1mg/50ml 
（制吐剤） 

30分 

GEM＋TS-1 1サイクル 21日間

14日間内服 

1コース 

30分 

30分 

3週間を1サイクル。 
1日目、8日目に 
GEMを投与。 

1種類の抗がん剤を点滴で投与します。 
もう1種類の抗がん剤は内服します． 



服用開始              1週間                     2週間                           3週間      

GEM＋TS-1の副作用の発現時期 

食思不振 

疲労感 

発疹 

発熱 
骨髄抑制 

色素沈着 

吐き気 

※副作用の発現時期には   
    個人差があります． 



GEM 1000mg/㎡ 

1日目             8日目          15日目          22日目             28日目       

グラニセトロン 1mg/50ml 
（制吐剤） 

30分 

採血 採血 採血 

30分 

GEM単剤 1サイクル 28日間  

1コース 

採血 

30分 

30分 30分 

30分 4週間を1サイクル。 
Day1、8、15に投与。 

1種類の抗がん剤を 
点滴で投与します。 

休薬 



服用開始              1週間                     2週間                           3週間      

GEMの副作用の発現時期 

食思不振 

悪心 
口内炎 

発疹 

発熱 

好中球減少 
血小板減少 

ヘモグロビン減少 

AST上昇  
ALT上昇 

食思不振 

発熱 

食思不振 

発熱 

悪心 悪心 

※副作用の発現時期には   
    個人差があります． 



TS-1 
80mg/㎡/day 

1日目                           29日目           42日目          

採血 

28日間内服 

6週間を1サイクル。 
Day1～28で内服 
 

14日間休薬 

1種類の抗がん剤を 
内服します。 

TS-1単独療法 （1サイクル42日間） 

採血 採血 採血 採血 



服用開始       1週間                  2週間                      3週間                       4週間 

TS-1の副作用の発現時期 

食思不振 

悪心 

口内炎 

発疹 好中球減少 
血小板減少 

ヘモグロビン減少 

色素沈着 

下痢 

※副作用の発現時期には   
    個人差があります． 



来院するべき症状 

・38.0℃以上の発熱、風邪症状が悪化する。 

・嘔吐が続き、食事や水分が丸1日以上全く摂れない。 

・１日に5回以上の下痢がある。 

・激しい頭痛、身体の痛みがある． 

・鼻や口からの出血が止まらない。 
 

これらの症状が出た場合，または判断に困る症状が出た場合は 

すぐに病院に連絡してください。 

・平日8:30～11：30 は再来受付後、内科外来の窓口で症状をお伝えください。 

・平日11：30～17:00 は内科外来へ電話連絡してください。 

・休日・夜間は、病院へ電話連絡し受診希望であることを伝えてください。 

                           町田市民病院 TEL:042-722-2230 


